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2 第百十八獄

[ 1 J 緒

桐材は貴重材であり共の使用法も特殊で、あるの故を以て夫が利用慣位と債格とから考へ合せ

て古来玉単位で取引されてゐる地方が多い。併し乍ら共の玉と云ふのは主として下駄の木取

(Jií[子板をも考へ合せて〉から見ての利用{賃値に依って定められたものであって第 10 去に示す

やうに 2 玉 3 玉と去ふのは材積から見て 1 玉の 2 佑或は 3 俗ではないのである。

カn も後に述べるやうに同じ玉単位であり乍ら越後地方と関東@東北地方の玉は共の1J!lJ5Ë法か

ら濁らされた材積上のï{Hjきがあるのである、術関西地方を始め北陸地方、名古原地方で、!'Ì才単

位を以って取引されてゐる。

依って木材統:HJIJ-上及IE金取引、或は他のm材との比較の使等の見知から金問i司一測定法にイ夫

九同じ単位石(10 立方尺)を使用し本邦全閣の生産者、間給者i 使用治費者等各業者の総

てが材1;1上の不安なく一律に取iJ 11:1日f~ るやう設すべきものと考べられてゐた矢先業者の方々か

らも共の切望あれ叉山林局木材統制課を始め日本木材業組合1競合合等に於かれでも是が必要

を認め棉材の規格規定を得すべくg:j下業者と共に研究1=1:tである。

著者-も;創設の桐材規格規定の案審議合に参加を被命、特;て柄材材積算定法Iζ就ての研究を

依額されたので、著者は本務の傍臨時業務として是を設すとととし本年 6 月及 11 月の 2 向極

めて僅の日子を以って之が資料の蒐集を怨し、計算のj二取纏めた虎資料の僅少左遺憾とはする

が若し営り資m ~L1J~ し符べ割問丸太材積去を調製すると共に柄四ツ割材(姫材〉材積算定法を

も決定するととが/-H来たので業者の参考迄民放に後去するとととした共第である。

本研究は著者の臨時業務として腐したる局資料僅少を遺憾とすると共に丸太材積表の調製に於ては
途中の研究を殆んど省略し単に短時間に材積表を緋へる事に直濯したものであり、叉四ヅ劉材材積算
定住;の研究としては、長材の資料を採るの{良;特〈健に 3 尺 2 寸物のみに;沈て研究したものであり本
報告全股が著者の満足し得ないものであるが泣き将来是が研究を績けるの飴裕を持たないことを忠ひ
不完全乍ら此躍にー先づ授表することとした課で、ある3 後主r=。機脅を得て是が資料補抵の上持軍を期し

たし、と思ふ。

本調子tVL営り術協配を賜った林業試験場長藤岡光長氏、山林局業務課長早尾丑!密氏、林業試

験場技師何回議氏、農林投師野村進行氏、東京皆、林局調主課長森田勝一氏に恕し深甚なる感謝

の:怠を去し資材測定(C官;った東京管林局履楼井行雄氏計算の勢を採られた山林局業務課員村上

澄子、槻谷二三、力11 々路アサ子、金平ミチ子の諸氏に釣 L深く共弊を謝ずるものである。

備資料蒐集に援助を興へられた民間業界の方々及替林署関係者の氏名を列記して設に感謝の

窓を去する。

撲界の関{率者 (11関陣不問、畿犠欝路)

東京市深草I瓦花川戸 l の 4 思 i王1 !i臨太郎

*京市減:î'{Ll誼!狗]I~ntr 1 の 10 c-故)涼 jHi 粂吉



4オ ヰオ 積 定 1i~ 3 

東京市淀平砥烏越11汀 2 の 12 高野共助

茨:v&J際石岡町 今泉勝一→郎

服店îJí話若松市材木町 長谷川新一郎

ím百五日限11JJmjt[~八申書~;;t 之j三型子千 rfì

首長品!隠れザ在HlT~WPl!l村 rl' 村七郎

íJr計五&JI話Ir~)1!�;j麕rB 111 存))村 1~~ 

来)r潟市上大川前泊り 2 藤井勝治

金保IHrll の上IIlJ 聖子 111なタトヂく郎

名古屋市問l瓦菊jl:lllJ 1il� :b:. 

官界の閥{菜者 (瞬序不問)

III林局木材統!1m諜 投手話r[1 待俊郎

笠rLn倍林署 谷やtl 之介

~;tF:mJ~替林若 J緲 高i 街

若;f?L~';守林容 投í:r日カ11 一郎

若松林署 J支千ノj、品以 Pj

:l:E[下侍林署 小符主15

坂下，皆*:;1:ご苦 鹿山内 E;217

存多方主?林署 署長投手子 j二

存多方持林署 居 到す )J 

新潟!際限林務課 校千本 IJI 7it! 

金保'詐林~~ 署長投(lllî 犬 ffHJ ;jj'j� {jff 

金滞在~~J休者 !岳 J:j' IJI 良

Illk J;し，~~;林 ~l~ 三宮 投手手" F11 J'f:( 

11氏一日刊牛有 l脇，/(: 小品菊治

[ 2 J 桐丸太材積の算定

i. 東北2史認東地方(関東玉〉

口 ii走匁Î1Çí~1ζ イfくりオミ口 6 寸I之さ 6)~ 4 丸太左 1 :=:1ミとi'm L〆、(材iミの 6 )ミヰ 下之

さ 8 寸の供数であり i世子j況の 3 )ミ及 6 )ミ( -ブミ々 2 -，j-及 4 延びを l~fJV-r tc ものとなる) -;1ミ仁T 5 

寸物以下を五下と云ひオミ仁1 7 -，J'物以 1. を王j二と云ふ、 1m して ::J~-lごのものはポ口 1 寸械に{よくり王

政は 2 分。 1jJIえとなし、ヨミ I~.はオミ n 1 -，J'~増すf手 lこ 1 .]ミをま117ずとと(~してゐる。而してオミ rtlζ
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於ける最短径の測定i亡於ては生材が後日乾燥ι依って収縮する底の牧縮量を割引ずる考へ方が

慣習となり就に相営乾燥した丸太の測定~t:.営つでも略同じìQIjり方で資行されてゐる。偽木材の

空気乾燥に悶乙収縮率は丸太の直筏及伐採季節K依り夫々異るものであるから(手本業試験報告

第三十枕所載、 4tH著「屋内乾燥エヨル柔Fr材丸太ノ重量滅失寸先テ、附樹皮率及牧給率J 参J!の

ずくのtr'}--去に示したやうな一律の割引は受賞ではないが簡単の矯め慣行されてゐるものであ

らう。

第 1 表 Ãミ北、関京地方の測定法と玉数

末日最短径 呼 稿

2 す物 0.063 0.18 2.75 

3.3-4.2 3 "If o 125 0.37 3.75 

4.3-5.2 4 0.250 0 , 75 4.75 

5.3-6.2 5 0.5 1.5 5.75 

6.3-7.2 6 1.0 3.0 6.75 

7.3 引田 8.2 7 20 5.0 7.75 

8.3-92 8 3.0 7.0 8.75 

9.3-10.2 9 4.0 9.0 9.75 

10.3-11.2 尺 物 5.0 11.0 10.75 

1l.3-122 尺 1 寸物 6.0 130 11.75 

但し 2 玉畏材に於てはニ玉自の末口は 1 寸培として玉数を求めたもので~る。

ii 越後地方(越後五)

末日 lζ於ける長短雨俸を分位迄測定し共の平均を求め(長短雨筏を加lへ 2 ~L て j珠ず)寸以下

切J舎とする。斯くして求めた末日筏 6 寸物長さ 6 尺 4 寸の丸太を 1 去と裕す、五下、玉j二の関

係は、東北関東地方と同様である。(第 2 表参J!長)"

第 2 表越後玉の測定法と玉数

米口に於ける長短 玉
呼 構

繭直径の平均

2 寸物 0.063 

3.0-3.9 3 ""  0.125 

4.0-49 4 0.250 

50-5.9 5 0.5 

60-'-6タ 6 1.0 

7.0-7.9 7 2.0 

8.0-8.9 8 3.0 

9.0-9.9 9 4.0 

数

0.18 

0.37 

0.75 

1.5 

3.0 

5.0 

7.0 

9.0 

(参考)

35 

4.5 

5.5 

6.5 

7.5 

8.5 

9.5 
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玉 (参 考)
呼 都

玉長 6 尺 4 寸 末日 9;百ー径の平均径

尺 物 5.0 11.0 10白ら

尺 I 寸物 6.0 13.0 11.5 

此の開京ミ正と越後五との材続上の関係を理論1'1せに研究したいので、あるが結言紅会ltぺた泊り今

岡は遺憾乍ら是を省略するとととし日生後のtí} 10 去に雨者心関係のむ似飽を示すとととする。

業者の粧J.~f~v乙依れば!司一丸太を測定した場合共玉数の関係は大踏に於て

関東五数=越後五数 XO.8

~C依って去はされると云ふととである。

併し著者は桐丸太の断面の凶に泣いものと~~侍して格問K近いものとがあるとと及此の二地

方の測定法は大丸太に就ても小丸太ι就ても同一法でおされてゐるので雨測定法~C依る誤差の

丸太材積氏到する比は丸太の筏の大きくなるに従って小さくなるべき理であるも此の二つの理

r1J K依り一律に 8 梁け法は不池宮;であると考へる(後;て示す第 10 表参J!の。

iii 関西地方〈名古麓地方、北陸地方詮含む)

単位を才としも才とは寸角長さ 6 尺 4 寸の材磁を云ふ。測定法は丸太の末口氏於て長短雨係

を分位迄測定し共の長続雨空iiの測定値を共のも誌来け合せて才少数を求める。

例、長さ 6)ミ 4 寸の丸太の求口 iこ於ける短筏 5 寸 8 分、長1~1~ 6 寸 3 分とすれば共才数は

5.8X6.3 コ 36.54 才

以上地べたおi く各地方勾:に材強単位を異にするは夫等の地方ïI:rI1iり取引に於て材も'iXiClH を雨

~~去にするか或は換算する等茜だJ演はしいととであるので赴を統ーして会問各地内一測定法~Cíよく

り同一車{立に{夫るとととするの日七三を以って調俗研究の結果は下の安n くである。

2. f持試資料

本研究IC使用の資料を地方別、材iミ別 lと示せば第 3 去の如i くでb る。

tl~ 3 去 地方別史学1. ;ßミ

丸太の長さ(凡)
資料蒐集 gm 所

6.4 '-j 6 13.0 

京京市内 71 14 8 93 

ミ央:城l照石岡町 らら 2,t 8 88 

ñim島鯨若松市 2~) 9 11 45 

ITiiJJ;?M限河沼郡八ij!寄付 14 6 J 今 23 
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丸太の長さ (尺)
資料蒐集館所 計

6.4 9.6 13.0 

稲島l照河沼郡伊/l津村 57 48 21 126 

!I 耶腕君臨lJ都村 31 29 l 行 76 

" 
!I 奥)11村 27 26 21 74 

新潟市 15 4 6 25 

金津市 一 4 ら 9 

~l' 296 164 99 5.59 

3. 測定方法

U~3 去に示した三種の長さの丸太に就き末口、中央も元口の三倍所を測定した三筒所共節に

依る膨らみ等正常形でない箇所が測定位置に営った場合は是を避けて正常と宥倣される箇所を

測定し倫末口附近が般紙に末践になってゐるものに就ては共位置を少し下げ最小径の位置を測

定した。前~L述べたやうに玉及才数の計算が総て末口 lて依って震された矯求口の大なるを有利

とし幹を三E切りする場合分校野i或は節附近を末日として切られたものがあるからである口

?Cに元日!d:不整形の根張を有ってゐるのが普通である是は貴重材なるが故iて伐倒に営れ普

泊地i瞭近くから切られるからであるも故に測定広告;つては共の不整形の根張の部分を滋け大徳

正常形に近くなった位百を測定した但し此潟忙lE常形と云ふのは共{立近江於ての正常形の窓rt!え

であって般格1ζ云へば命相営根張の位世であるが、それは根張り部分の材積を表はずに;嵐官と

考へられる位置を採ったのであって、相材に於ては他の樹種と兵り根flBミ l亡依る材積はそれ丈に

役立ち疋?;?な古I~分の羽一般に劣らない使flJ注があり利用償依があるからである (忠良共の 3 参

HH)。

斯くの如く考へての末口、中央、元口の三館所-を剥皮の上先づ輸尺 vc依って可成最長係、最

短何の方向になるやうに五氏自係の方向 l乙分単位迄測定して共の平均を求め、更に同一箇所を

泣係割谷尺に依て同じく分翠位迄読み取れ然る後if!命尺、直係各jミ雨方の測定値を平均して各

丸太の米口、中央、元口三箇所の泣筏とした。但し輪尺 lζ依る長短雨筏の平均値と直径制巻尺

に依る測定値とは殆んど相一致したが此のvm方法を平均したのは夫々の測定HJ兵 lと因る快鮎を

相補はしめる震と目盛i受注ひに依る大きい人的誤差を無からしめん翁で、あったが業者の宮行 I'c.

蛍りでは後に述べる如く末口のみを輪尺或は物差を問ひて長短雨筏を測定して共平均を採るか

或は底筏巻尺に依るか何れかの一方で、差支え主い。

本研究f亡供した資料は前に述べた如く元日として測定した位世が幾分担張の影響ある筒所で

ある得丸太の形欣は大i留に於て総て Neiloid であると考へられる。

今是を椛める矯め任意J柔り上げ法!とイ去り材長 6 尺 4 寸物の rlヘ米口 5 寸物、 8 ，-J'物 1 )ミ 1 寸

物、村長 9)ミ 6 寸物の rfヘォ:口 5 寸物、 8 寸物 l 1 )ミ 1 ，j'物、 1 }ミ 3 寸物、材長 13 尺物の r:f-t米
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口 3 寸物も 5 寸物 7 寸物も 1 尺物、 1 )ミ 2 寸物 1 )ミ 4 寸物を抜き 1I 1I し中央断面積におする元米

平均断国税の較差を求めて}ーよればf$4 去に示す如く 83 本中 13 尺物に於て僅に 1 本の例外あ

詑r 4 表 (共の 1)

6 尺 4 寸物

米口誼径

(寸)

5.0 19.63 5.5 23.76 21.70 5.2 21.24 十 0 .4ら

5.0 19.63 5.6 24.63 22.13 5.1 20.43 ャ1.70 

5.0 19.63 6.1 29.22 24.43 5.3 22.06 十 2.37

5.0 19.63 6.5 33.18 26・ 41 5.2 21.24 十 5.17

5.0 19.63 7.0 38.48 29.06 5.9 27.34 十1. 72

5.0 19.63 7.2 40.72 30.18 5..7 ~5.52 十 4.66

51 20.43 6.9 37.39 28.91 5.8 26.42 十 2 .49

52 21.24 6.1 29.22 25.23 5.4 22.90 十 2.33

5.2 21.24 5.6 24.63 22.94 5.3 22.06 十 0.88

52 21.24 6.4 32.17 26.71 54 22.90 十 3.81

52 21.24 6.7 35 ,26 2825 5.8 26.42 十1.83

5.2 21.24 6.8 36.32 28 78 5.6 24.63 十 4.15

5.2 21.24 6.8 36.32 28.78 5.5 23.76 十 5.02

5.3 22.06 6.4 32.17 27.12 5.7 25.52 十 1.60

5.3 22.06 6.8 36.32 29.19 5.6 24.63 十 4.56

5.3 22.06 7.1 39.59 30.83 5.7 25.52 十 5.31

5.4 2290 6.5 33.18 28.04 5.8 26.42 十1.62

5.4 22.90 6.9 37.39 30.15 6.0 28.27 十1.88

80 50.27 9.2 66.48 58 ,38 8.1 51.53 十 6.85

8.0 50.27 9.9 76.98 63.63 9.0 63.62 十 0.01

8.1 51.53 9.3 67.93 59.73 8.5 56.75 十 2.98

8.1 51.53 9.3 67.93 59.73 8.7 59.45 十 0.30

8.1 51.53 9.5 70.88 61.21 8.5 56.75 十 4.46

8.2 52.81 10.1 80.12 66.47 8.7 59.45 十 7.02

8.2 52.81 106 88.25 γ0.53 8.9 62.21 十 8.32

8.3 54.11 10.7 89.92 72.02 9.2 66.48 十 5.54

8.4 55.42 10.1 80.12 67.77 9.1 65.04 十 2.73

8.4 55.42 10.4 84.95 70.19 8.7 59.45 十 10.74

11.0 95.03 13.2 136.85 115.94 11.6 105.68 十 10.26

11.2 98.52 13.6 145.27 121.90 11.7 107.51 十 14.39

11.4 102.07 12.4 120.76 111.42 11.2 98.52 十 12.90

11.4 102.07 13.2 136.85 119.46 11.7 107.51 十 1 1.95

第 4 表(其の 2)

9 尺 6 寸物



8 八~足

9 尺 6 寸物

末日臨床I (干口方断面寸積~I 元日直径戸れ平口蜘方寸積)l| 言(干官方寸書) 中央直径
(寸) I (.zp.:15'ﾝ) I (寸) I (.zp.:15'ﾝ) I (2p.:15'ﾝ) I (寸)

5.0 19.63 6.8 36.32 27.98 5.5 23.76 十 4.22

5.1 20.43 6.2 30.19 25.31 5.5 23.76 + 1.ら5
5.2 21.24 6.7 35.26 28.25 5.6 24.63 + 3.62 
5.2 21.24 6.3 31.17 26.21 5.7 25.52 十 0.69

5.3 22.06 6.8 36.32 29.19 5.5 23.76 十 5.43

5.3 22.06 7.2 40.72 31.39 57 25.52 十 5.87

5.4 22.90 7.5 44.18 33.54 6.3 31 17 十

一8.0 50.27 10.0 78.54 64.41 8.6 58.09 十 6.32

8.0 50.27 10.3 83.32 66.80 8.6 58.09 十 8.71

8.0 50.27 タ.6 72.38 61 33 8.6 58.09 十 3.24

8.0 50.27 9.9 76.98 63.63 8.4 55.42 十 8.21

8.1 51.53 10.9 93.31 72.42 9.0 63.62 十 8.80

8.1 51.53 9.8 75.43 63.48 8.6 58.09 + 5.39 
8.1 51.53 10.7 89.92 70.73 8.4 55.42 十 15.31

8.3 54.11 10.8 91.61 72.86 8.8 60.82 十 12.04

8.3 54.11 10.7 89.92 72.02 9.5 70.88 十1. 14

8.3 54.11 11.2 98.52 76.32 9.4 69.40 十 6.92

11.0 95.03 14.2 158.37 126.70 11.7 107 ‘ 51 十 19.19

11.0 95.03 14.5 165.13 130.08 12.1 114.99 十 15.09

11.2 98.52 14.3 160.61 129.57 12.0 113.10 + 16.47 
11.2 98.52 14.9 174.37 136.45 11.9 111.22 十 25.23

11.3 100.29 14.6 167.42 133.86 12.3 118.82 十 15.04
唱屠

13.1 134.78 16.6 216ュ 42 175.60 14.4 162.86 十 12.74

13.1 134.78 17.0 226.98 180.88 14.7 169.72 十 11.16

13.2 136.85 15.7 193.59 165.22 13.3 138.93 十 26.29

13.2 136.85 19.3 2')2.55 214.70 15.0 176.71 十37.99

13.3 138.93 15.6 191.13 165.03 13.4 141.03 十 24.00

13.4 141.03 13.9 151.75 146.39 13.1 134.78 十 11.61

13.4 141.03 17.4 237.79 189.41 14.6 167.42 十 21.99

第 4 議(其の 3)

13 尺 物

相直径問問一「吋翻(寸) I (.zp.:�'ﾝ) I (寸') I (平方寸)

3.1 7.55 4.7 17.35 12.45 3.6 

3.2 8.04 5.2 21.24 14.64 3.9 11.95 十 2.69

5.2 21.24 7.7 46.57 33.91 5.7 25 十 8.39

5.2 21.24 7.8 47.78 34.51 6.1 29.22 十 5 ， 29

5.3 22.06 7.3 41 , 85 31.96 5.9 27.34 十 4.62

5.4 22.90 ア.4 43.01 32.96 6.4 32.17 十 0 ， 79

7.1 39.59 10.5 86.59 63.09 8.2 52.81 十 10.28

7.1 39.59 8.6 58.09 48.84 7.4 43.01 十 5.83



材 材 結 定 法 9 

13 尺 物

末口直径|末嗣積元口直径回 露C''f官h方寸室) 中央直径

(寸) I (平方寸) I (寸) I (平方寸) (寸)
~LI斗

7.3 41.85 10.4 84.95 63.40 7.9 49.02 十 14.38

7.4 43.01 11 2 98.52 70.77 8.6 58.09 十 12.68

10.0 78.54 13.8 149.57 114.06 11.4 102 , 07 十 11.99

10.1 80.12 12.7 126.68 103.40 10.7 89.92 十 13 .48

10.2 81.71 13.5 143.14 112.43 10.8 91.61 十 20.82

10.3 83.32 152 181.46 132.39 11.8 109.36 十 23.03

10 , 4 8495 14.6 167.42 126.19 11.2 98.52 十 27.67

10.4 84.95 13.2 136.85 110 90 11.3 100.29 十 10 61 

12.3 118.82 14.7 169.72 144.27 13.4 141.03 十 3.24

12.4 120.76 17.5 24053 180.65 133 138.93 十 41.72

14.0 153.94 16.3 208.67 181 15.2 181.46 - 0.15 

14.1 156.15 18,3 263.02 209.59 13.7 147.41 十 62.18

14 , 4 162.86 18 , 5 268.80 215.83 15.4 186.27 十 2956

る丈で合部中央断面積が元米平均断面積氏比べて小さいのであるも邸ち本部斗の丸太は全部

Neiloid であると者倣し得る。

4. 

依って斯る丸太仰木の奨の材桜を求める:m諸磁の公式を考究して見るにも (長墜博士吉岡正男

数段者i期間早要論多照)

Huber 氏式 ''E-a 

,G π

一4一
一

V
 

は銃往の研究Vl:{去り揚物級憾におしては誤設はないが悶錐鰹及 Nei10id にまJ しては趨ノj、の依を

興へるとされてゐるので本材料には不池営である。

π( dヨム d~1 ¥ 1 (go 十宮11 ¥ Smalian 氏式 v= 一{一一一一) 1 コ{一一一~-)
4 ¥ 2 / ¥ 2 / 

は抱物線般に釘しでは正しく迎合するも閥錐樫及 Neiloid V亡診t しては常に過大の値を興へる事

が既κ設1mせられてゐるので本資料I乙釘し此の式を使用すれば過大の位を符・るので赴も不治営

である。

Ried山氏式 V=i品十4r 十 gn) 1 

.úlの式は~/J、の他を興へる日時er 氏式と過大他を興へる Smalian 氏式との組合せに依る

、
、
、5
2
j
'
J

q
B
E
A
 

r
A
 

今
ム十'''A 



10 試験報

と考へるととが[1 1，来、掲物線鰐、図錐腿 Neiloid の何れにお-しでも誤差なく?:?で絞まる事が説

明されてゐるので本資料に到しでは此の Riecke 氏式に依って求めた数値を共の丸太の良材積

と宥倣すとととした。

5. 材積算定の簡便法

前lこたi主べtc諮り桐丸太の良材積を求めるには Riecke 氏式を最も池蛍とするも丸太は械筏l亡

しであるのを普泊とする怠共の中央郊の直径測定が著しく困難であるととも元口は根張を合む

を骨粗とし著しく不整形であって測史上苦心が多い丈でなく根張の魚材践を過大ならしめる O

本研究資料Iζ採った測定法の如きは煩にして資際上業者の到底魚し得ない虎であるから、可

及的箔Ij]立なる測定法として事-業資行上主j更で、ある末口のみを測定して求積ずる方法に就て考究

するととにした。

i 末口車?霊詣乗法

m材規格規rilIR和 14年 10 月 13 日)忙依り末口 l亡於ける最短俸の自梁法が費用上最も簡便で
ム 1殻林省告示第 367 盟主/

あるけれども柄は貴重材であるの故を以って求積に営れより良材誌に近い材積を求め皮きの

考ι依り(潟畏lこ見るやうに共断聞が格問形を~すものも多いので)長短Mî径の平均値の自乗

を HJふるが泊営であると考へられる。

さを有する丸太の良材積回:共の末口直径の函数として末口直径の大となるに従って

共の材談は大となるのは営然であるが末口の最短俸と末日の長短附{~~との平均とは共の良材設

に到し何れがより閥係が掠援であるかを吟味して見ればも丸太の末口直径と材積との関係は後

にたjf;ぺる閥係曲線式が示す如く非直線的相翻 (Non linear CorreIation) にあるから相関係数l亡

依るよりは相関比に依って比較すべきで、あれそして良材積におし何れの直径が最も密接な関

係を有するかを吟味するのであるから此の場合はマvd の値をよむ践すべきでまるろ。

モヂく l亡示すtí} 5 去には参考の矯めに相関係数及相関比 Î.dv の値をも計算して泣くが主として

ダくのごつの相関比を比較すればよい。

良材績の末仁i短筏に到する相関比

容vd=Oò953土0.G04

長材般の末日長短平均i在住に到する相関比

万vd =0.967 土 0.002

此の数値比依り双方共頗る荷iヨたの関係にあるを知るととがIU来るが後うi号の方が傑ではあるが

~J晋関係が鰭援であるととが分る。

故に柄丸太材積算定因子として拾に末日に於ける長短雨筏の平均直径を採HJずるととにし

た。市して本研究資料測定托営りでは前にたjf;ぺた如く各種の談話を少なからしめる潟I陥尺と底



定法 11 

第 5 :3長 (其の 1 ) 末口に於ける短径と丸太の民材践との組問表 (6 Jミ 4 寸4お)

砿\節、皆\民d 桝\責i v. 1 I 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 合計

3 43 43 1.0 

5 >31 22 85 1 白 5

7 52 9 61 3.3 

9 I 60 10 71 5 3 

11 ，山、 14 6 2 24 7.7 

13 4 4 110 

15 J 今 1 4 13 ら

17 2 17 ‘。
19 1 21.0 

21 27.0 

合 06 75 71 24 6 6 ‘，ラ、 2 。 。 。 296 

平均泊:径 2 .4 .8 2i11 , O 12.3 15.016.0 。 117.0 。 。 o 121 0 

つ
臼

A
‘

n
U

ハ
U

S
D
o
'
 

沿

O
O

M
・
ム
ム
土

J
ぺ

2
3

4
A
7
5
 

、
3
0
J
Q
J

Q
o
n

仙

川
一
一
一
一

，
a

、
げ

v

，
，
L

一
一
必

w

v
η
'
η
d
 

i

，

r
、
2
1

・
W
J
A
b
r
i
u

望
上
.
，
、
、

必
V

羽
ω

悶
剖
川
円

H
山

口
岡
山

口
N
H

口
H
H

木
a

ふ
寸

話 5 決 (其の 2) 来日に於ける長節目3径の王子均i直径と丸太の良材1'1'J:との 1+1開表

(6 尺 4 寸物)

lff~在径\階.d知~器i
V

、\ 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 !合計 平材均結

3 J内J今 J今 J、 1.0 

5 72 6 78 1.2 

7 62 63 3.0 

9 ア 61 69 48 

11 10 22 ‘今ラ‘?、> 6 ::; 

13 5 ‘'ヲマ， 9 9.4 

15 3 2 6 12.3 

2 14.0 

19 2 200 

21 。
一

23 27.0 

合 )61 75 71 24 6 6 3 2 。 。 。 1 296 

平均直径 .4 .0 .3[11. 0 7i14.0 :15.7 。 。 119.0 。 。 o 123.0 

ウ
山
内
，
h

n
u
n
u
 

4

0

0

~

 

泊

0
0
.
(

川
土
士
一

副
刀

U
一

1
A
O
J
Q
J
~
 

叫

0
0
~

日
一
一
一
一
一

判
取
材
』

vm

,
m, 

-
a
r
、
，
、

立
へ
レ
ド
】

胡
川
村Af
r

ル

係
員
四
吋
山
間
出
回

目
出
出

ロ
M
M

ロ
M
M

ふ
ふ
り
・
・
・
中
小
川
S

傑;回答尺との部方で、測ったので、あるが、業者の資行liL ;J~;つては一般に物設に依るかíl命尺 Iζ依る

かをこ詐泊とするので此虎に研究する丸太材ftfの末口車千~!こ到する関係を見る 10及是が関係に依

ってtftへた材政支を宮地に使用す之場合を考ふればオミ口註俸としては輪jミか或は底{皇制巻尺か

仰れか_.JlJJむこがてる測定値引采るのが安岱である。イ去って本間:究に於いてはi/[i命尺に依る長短前
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径の平均値を以って末口とするとととした。市して柄丸太の測定に営つては気乾に依るj投縮の

ととを考へ従来の慣習もあり 5 分以下切拾とするが事業賢行の簡便さから見るもそれが受常で

あると忠ふ。共の切捨て法として

次のこ通りが考へられる。

1. 末口に於ける長短雨筏を分単位迄測り之を平均し共の平均値に於て 5 分以下切拾とす

る。之を (1 同切拾法)と云ふととにする。

2. 末日に於いて長筏、娃筏夫々を測定する場合 5 分以下切拾して誤取り共の切拾したも

のの平均を求め共の平均値vC於て 5 分以下の端数の出た場合更に之を切捨てる、之を

(2 間切拾法)と云ふととにする。

0*悶産鑑の自乗jこ長さを乗けて求めた材績と長さ別{こ末悶麗舘 5分措jこ分類した丸太

の平均異材積との比較

21''} 3 去に掲げた資料を宋口直径は依って分類し同一末口百筏のものに就き伺木の良材積を見

るに共の rl'央及元口直径の大小に従ひ著しし・差のあるものがある O 邸ち丸太は倒木毎に共の形

fI}\を具にしてゐろととが分る、今M'}4 衣K任意tζ採り上げて使用した資料l亡就き上記の関係を

表示すれば第 6 去の如である。

第 6 表(其の 1) 6 尺 4 寸物

末口直径 中央寵健作吋民材積 l 末口躍|中央直径|元日四!良材積
(寸) (寸) 1 (寸) I (立方尺) 11 (す) 1 ('寸) 1 (寸 1 (立方尺)

5.0 5.1 56 1.348 5.0 5 ,9 7.0 1.795 

5.0 5.2 5.5 1.366 5.0 6.0 6.9 1.849 

5.0 5.3 5.6 1.431 8.0 8.1 9.2 3.444 

5.0 5.4 6.1 1.444 8.0 8.5 9.3 3.696 

50 5.3 6.1 1.462 8.0 8.5 9.5 3.727 

5.0 5.2 6.5 1.470 8.0 8.7 9.3 3.798 

5.0 5.4 6.4 1.547 8.0 8.7 10.1 3.954 

50 5.5 6.8 1.628 8.0 8.7 10.4 4.034 

5.0 5.6 6.8 1.660 8.0 9.0 9.9 4.072 

50 5.7 6.4 1.667 8.0 8.9 10.6 4.159 

5.0 5.6 6.8 1.674 8.0 9.1 10.1 4.221 

5.0 5.8 6.5 1.725" 8.0 9.2 10.7 4 ,372 

5.0 5.8 6.7 1.730 11.0 11 骨 2 12.4 6.580 

5.0 5.7 7.2 1.733 11.0 11.6 13.2 6.982 

5‘。 5.8 6.9 1.744 110 11.7 13.2 7.136 

5.0 5.7 7.1 1.746 11.0 11.7 13.6 7.188 

然し乍ら末口直径のみを滞って丸太の材積を求めるには仰木の形放の如何に拘はらや、材長

と末口車筏向ーの丸太は線て同一材積を有するものと者倣ずべきで、あるから長さ別に末口註径

5 分階に分類したもの毎に Riecke 氏式ι依って求めた倒木の良材積を平均して平均良材穣を

求め?と。



定法 1~) 

~6 表(其の 2) 9 尺 6 寸物

末日直径|中畑筏|元日躍 i 良材積 l 末日直径 l 中央直径
(寸) 1 (寸) 1 (寸) I (立方尺) 11 (寸) I (す) (寸) I (立方尺)

50 5.5 6.2 2.331 8.0 9.0 10.9 6.389 

5.0 5.5 68 2.416 80 95 10.7 6.841 

5.0 5.5 6.8 2.455 8.0 9.4 11.2 6.884 

5.0 5.7 6.3 2.472 11.0 11.7 14.2 10.935 

5.0 5.6 6.7 2.480 11.0 12.0 14.3 11.384 

5.0 5.6 7.0 2.506 11.0 11.9 14.9 11.484 

5.0 5.7 7.2 2 ‘ 638 11.0 12.1 14.5 11.522 

5.0 6.3 7.5 3.068 11.0 123 146 11.888 

8.0 8.4 9.9 5.583 13.0 13.1 13.9 13.310 

8.0 8.6 9.6 5.680 13.0 13.3 15.7 14.179 

8.0 8.6 9.8 5.749 13.0 13.4 15.6 14.307 

8.0 8.6 10.0 5.779 13.0 14.4 16.6 16.042 

80 8.4 10.7 5.810 13.0 14.7 17.0 16.650 

8.0 8.6 10.3 5.855 13.0 14.6 17.4 16.776 

8.0 8.8 10.8 6.224 13.0 15.0 19.3 18.180 

銘 6 表(其の 3) 13 尺物

3.0 3.6 4.7 1.422 10.0 10.8 13.5 12.811 

3.0 3.9 5.2 1.670 10.0 11.3 13.2 13.497 

5.0 5.7 7.7 3.681 10.0 11.4 13.8 13.788 

5.0 5.9 7.3 3.754 10.0 11.2 14.6 14.006 

50 6.4 7.4 3.960 10.0 11.8 15.2 15.216 

ら G 61 7.8 4.028 12.0 13.4 14.7 18.474 

号 7.0 7.4 8.6 5.844 12.0 13.3 17.5 19.869 

7.0 7 省9 10.4 6.996 14.0 13.7 18.3 21.858 

7.0 8.2 10.5 7.311 14.0 15.2 16.3 23.583 

7.0 8.6 11.2 8.101 14.0 15.4 18.5 25.496 

10.0 10.7 12.7 12.274 

市して此の平均良材積と前に述べた二通りの切J合法に依る夫々の末日直傑を自乗し是れに材

長を来けて求めた材積とを比較して見れば第 7 去の如くであろ。

鰐 7 表 (其の 1)

6 尺 4 寸物

末日直径良f立材方v 尺積) J|| に1背(依立方離る材尺積) 
す良材る積絞謹に到 百分率 1;に(依立岡方切る紙材R積) ||i 特能町 I 百分率

(寸)
(立方尺) (%) (立方尺) I (ガ)

2.5 0.598 0.400 ...., 0.198 -33.1 0.400 -0.198 -.-33 , i 

3.0 0.708 0.576 -0.132 -18.6 0.529 -0.179 -25.3 

3.5 0.947 0.784 -0.163 -17.2 0.771 -0.176 -18.6 

4.0 1.115 1.024 -0.091 - 8.2 0.944 -0.171 -15.3 
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6 尺 4 寸物

末日直径 I 同伺v 相 I にI(立同依方鵬る尺材積法) |||手君臨判 I 百分率
(寸) I (立方尺) I (sr.J5RJ I (立方尺) I (:ガ)

盟末{す日方諸直尺径富) i(l 号空襲量針 I 百分率
(立方尺\ I (財)

4.5 1.409 1.296 -0.113 - 8.0 1.201 -0.208 - 14.8 

5.0 1.637 1.600 -0.037 - 2.3 1.482 -0.155 - 9.5 

b.5 2.008 1.936 -0.072 - 3.6 1.861 -0.147 - 7.3 

6.0 2.313 2.304 -0.009 - 0.4 2.176 -0.137 - 5.9 

6.5 2.811 2.704 -0.107 - 3.8 2.581 -0.230 - 8.2 

70 2.890 3.136 斗 0.246 + 8.5 2.992 十 0.102 十 35

7.5 3.467 3.600 十 0.133 十 3.8 3.394 -0.073 - 2.1 

8.0 3.969 4.096 十 0.127 十 3.2 3.848 -0,121 一 3.0

8.5 4.473 4.624 十 0.151 十 3.4 4.486 十 0.013 + 0.3 

9 昏 O 4.937 5.184 十 0.247 十 5.0 4.941 十 0004 十 0.1

9.5 5.525 5.776 十 0.251 十 4.5 5.539 +0.014 + 03 

10.0 5.994 6.400 十 0.406 + 6.8 6.150 十 0.156 十 2.6

105 6.737 7.056 十 0.319 十 4.7 6.869 十 0.132 + 20 

11.0 7.022 7.744 十 0.722 + 10.3 7.572 十 0.550 十 7.8

11.5 7.179 8.464 + 1.285 十 17.9 7.984 十 0.805 十 1 1. 2

12.0 8.761 9.216 十 0.453 十 5.2 8.965 十 0.202 十 2.3

12.5 9913 10000 十 0.087 十 0.9 9.603 -0.305 - 3.1 

13.0 

13.5 11.353 11.664 十 0 .3 11 十 2.7 11.664 十 0.3 1. 1 十 2.7

14.0 11.461 12.544 十 1.083 + 9.5 11.664 十 0.203 十1.8

14.5 12.076 13.456 + 1.380 + 11.4 13.456 十 1 ， 380 十 11.4

15.0 

15.5 13.569 15.376 十 1.807 + 13.3 15.051 十 1.482 十 10.9

16.0 15.323 16.384 十 1 061 十 6.9 16.384 +1.061 十 6.9

16.5 

17.0 

19.600 十 0.814 19.600 十 0.814 I + 4.3 

18.0 

18.5 

19.0 

19.5 I 21.161 I 24.336 十3.175 l 十日| 23.104 十1.943 |十 9.2
20.0 

20.5 

21.0 

29.584 十 2.343 i 十 8.6 I 29.584 十 2.343

計(十 16 却l
- 0.922 

計 (+11m
- 2.100 

平均 (+om
- 0.103 

平均!ト 0.677
- 0.175 

2Æ~ 7 去に依って見るに 6 尺 4寸物に於ては末口 7 寸前後、 9 尺 6 寸物にありでは末口 1 尺 1

寸前後、 13 尺物にありでは末日 l 尺 2 寸前後のものに於ては末口直径の自乗に長さを乗じて

求めた材肢は共の平均良材積1と略合致するけれE も前記の末日直径附近より小さいものに於て
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筋 7 表 (其の 2)

9 Jミ 6 寸物

宋口直樫 百分率

(寸幽) (が)

3.0 1.029 0.864 -0.165 - 16.0 0.732 -0.297 28.9 

3.5 1. 371 1.176 -0.195 - 14.2 1.020 -0.351 -25.6 

4.0 1.827 1.536 -0.291 - 15.9 1.464 -0.363 19.9 

4.5 2.077 1.944 -0.133 - 6.4 1.842 -0.235 -11.3 

5.0 2.564 2.400 -0.164 - 6.4 2.270 -0.294 11.5 

5.5 3.129 2.904 -0.225 - 7.2 2.721 -0.408 13.0 

6.0 3.604 3.456 -0.148 - 4.1 3.364年 -0.240 - 6.7 

6.5 4.188 4.056 -0.132 - 3.2 3.936 -0.252 - 6.0 

7.0 4.973 4.704 -0.269 - 5.4 4.554 -0.419 - 8.4 

7.5 5.466 5.400 一 0.066 - 1.2 5.102 -0.364 6.7 

8.0 6.270 6.144 -0.126 - 2.0 5.772 -0.498 - 7.9 

8.5 γ.189 6.936 -0.253 - 3.5 6.738 -0 ,451 - 6.3 

9.0 7.923 7.776 -0.147 - 1.9 7.453 -0.470 - 5.9 

95 8.742 8.664 -0.078 - 0.9 8.309 -0.433 - 5.0 

10.0 9.740 9.600 -0.140 - 1.4 9.600 -0.140 - 1.4 

10.5 10.912 10.584 -0.328 - 3.0 10.584 -0.328 - 3.0 

11.0 11.119 11.616 十 0.497 十 4.5 11.410 十 0.291 十 2.6

11.5 12.769 12.696 -0.073 - 0.6 12516 -0.253 - 2.0 

12.0 12.955 13.824 十 0.869 十 6.7 13.448 十 0.493 十 3.8

12.5 13.818 15.000 十 1.182 十 8.6 14.706 十 0.888 十 6.4

13.0 15.852 16.224 十 0.372 十 2.3 15.918 十 0.066 十 0 .4

13.5 

14.0 

14.5 20.513 20.184 -0.329 - 1.6 20.184 -0.329 - 1.6 

150 20.900 21.600 十 0.700 十 3 .4 21.128 十 0.228 十1. 1

15.5 22.359 23.064 十 0.705 十 3.2 22.576 十 0.217 十1.0

16.0 

165 25.343 26.136 十 0.793 -0.767 - 3.0 

17.0 26.653 27.744 十 1.091 十 1.091 十 4.1

計(十 6.209
-3.262 

なi( 斗 3.274
-6.892 

平均(十 0.776
-0.181 

21均{十0.468
一 0 ， 363

第 Y 表 (其の 3)

13 凡物

オミ口直径 I 凶何 似 1 にff岡依」ザJ田るtτf材子iコ信総1長 1:す見付る制!I疫差V，--判 I ï五分五千ミ
(寸) ωJL口 1 山市口、 (ガ)

良す(材立る積都方議に)~)鞘 百分 5与
(9の

3.0 1.170 --24.3 1.170 -0.376 -24 , 3 

3.5 

札。 2.700 2.080 -0.620 -23 , 0 2.080 -0.620 -23.0 



16 
一一一一一

13 尺物

百分率 I~に(依同立方切る拾材尺積法} l||1Hす相る個輯謹v._豆町 I 百分水
lL.ノJ/V l (94) (立:方尺) I (%) 

4.5 2540 2.633 十 0.093 十 371
5.0 3.970 3.2~0 一 0.720 -18.1 3.250 -0.720 I -18.1 

5.5 4.809 3.933 -0.876 -18.2 3.933 -0.876 -18.2 

6.0 5.603 4.680 -0.923 -16.5 4.531 -1.072 -19.1 

6.5 6.279 5.493 -0.786 一 12.5 5.493 -0.786 -12.5 

7.0 7.063 6.370 -0.693 - 9.8 5.932 -1.131 -16.0 

7.5 7.819 7.313 -0.506 - 6.5 7.195 -0.624 - 8.0 

8.0 8.958 8.320 …0.638 - 7.1 8.194 -0.764 - 8.5 

8.5 10.157 9.393 -0.764 - 7.5 9.071 -1.086 -10.7 

9.0 10.529 10.530 十 0.001 十 0.0 10.151 -0.378 - 3.6 

9.5 11.864 11. 733 -0.131 - 1.1 11.332 -:-0.532 - 4.5 

10.0 13.561 13.000 -0.561 - 4.1 12.747 -0.814 - 6.0 

105 15.000 14.33:3 -0.667 - 4.4 13.667 -1.333 - 8.9 

110 15.727 15.730 十 0.003 + 0.0 14.857 ! -0870 - 5.5 

11.5 16.W2 17.193 十 0.391 + 2.3 16.705 -0.097 - 0.6 

12.0 20.215 18.720 -1.495 - 7.4 18.720 -1.495 - 7.4 

12.5 19.083 20.313 十 1.230 十 6.5 20.313 十 1.230 十 6.5

13.0 22.192 21.970 -0.222 - 1.0 21.973 -0.219 - 1.0 

13.5 23.583 23.693 +0.110 十 0.5 23.693 十 0.110 十 0.5

14.0 24.830 25.480 十0.650 十 2.6 24.884 十 0.054 十 0.2

14.5 26.798 27.333 斗 0.535 + 2.0 27.333 十 0.535 十 2.0

15.0 

15.5 30.640 31.233 十 0.593 + 1.9 30.242 -0.398 一1.3

16.0 30.364 33.280 十 2.916 十 9.6 31.233 十 0.869 十 2.9

16.5 

17.0 37.771 37.570 -0.201 - 0.5 35.393 -2.378 - 6.3 

17.5 38.853 39.813 -+ 0.960 十 :!.5 39.813 十 0.960 十 2.5

18.0 39.457 42.120 +2.663 十 6.7 39.813 十 0.356 十 0.9

'18.5 

19.0 

19.5 

20 ‘ O 48.945 52.000 十 3.055 十 6.2 52.000 +3.055 + 6.2 

20.5 

21.0 51.848 57.330 十 5.482 十 10.6 57.330 十 5.482 十 10.6

21.5 

220 

22.5 

23.0 

23.5 

24.0 

245 十 0.986 I 十1.3

計{十 19.668
-10.179 

音'~ {十 13 印
-16.752 

平均 (+l:11
-0.636 

平均 (+13“
-0.796 
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は末日自乗訟は平均資材技上りノj、さい結果となりも又前記の末日直樫i府近より大きいものに

於てはオミn~来訟は平均資材続上り大きくなる傾向あるを会nるととが!:H来る。

Jくに t(} 7 夫 I十tの任意の 1 つ絞りに長さ 9)ミ 6 寸物江就て末日直偲 5 分i斡の分類を 2 陪切拾訟

は依って五時見し寺子へで港 2 I司切扮法17: 1f.~って求めた材読と共の平均良材積とを比較して見れば

21"5 8 去の如くである。

!箆 8 表

9 尺 6 寸物

オ2ミ間切口拾訟i賀に依郡る 立L 材 結

V 〈立:方尺) ( 1) 

2.5 0.875 0.600 -0.275 -31.4 

3,0 1.165 0.864 -0.301 -25.8 

3.5 1.574 1.176 -0.398 -25.3 

4.0 2.001 1.536 -0.465 -23.2 

4.5 2.129 1.944 -0.185 - 8.7 

5.0 2.765 2.400 '-0.365 -13.2 

5.5 3.292 2.904 -0.388 -11.8 

6.0 3.697 3.456 -0.241 - 6.5 

6.5 4.388 ぷ 4.056 恒明 o ‘'主F‘3;吋, - 7 、6

7.0 5.083 4.704 -0.379 - 7.5 

7.5 5.786 5.400 -0.386 - 6.7 

8.0 6.762 6.144 -0.618 - 9.1 

8.5 7.461 6.936 -0.525 - 7.0 

9.0 8.285 7.776 -0.509 - 6.1 

9 ,5 8.682 8.664 -0.018 - 0.2 

10.0 9.740 9.600 -0.140 - 1.4 

10.5 10.824. 10.584 -0.240 一 2.2

11.0 11.619 11 輔 616 -(J.003 - 0.0 

11.5 12.844 12.696 -0.148 一1.2

12.0 12.930 13.824 十 0.894 十 6.9

125 14.479 15.000 十 0.521 + 3.6 
13.0 16.099 16.224 十 0.125 十 0.8

135 

14.0 

14.5 20.137 20.184 十 0.047 十 0.2

15.0 22.298 21.600 -0.698 - 3.1 

15.5 21.561 23.064 十1.503 十 7.0

16.0 25.343 24,576 一 0.767 - 3.0 

16.5 

17.0 26.653 27.744 十1.091 十 4.1

計(十 4.181
-7.381 

平均 -0.352 
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勾':} 8 こ就て t~ ろも犬ii告求 n 泣祁 1 )ミ 2 寸附J!lを境として前l[jÆ;ペアこと li司じ傾向にあらとと

が分る。

依って丸太の求杭訟としてm材規格競穏に規定されてゐる末日出来法は或範閣のものに針し

では諮問せられるが一般的に;自営の方法とは云へたいも本研究封象としての柄は京材である

から特に此の末日自乗法に様らないととと致したい。

ii 関係数式法

。長さ別iこ末時麗舘{ζ依って分類した丸太の平均異材積と末時麗鐙との関係式

第 7去に拐げたオミ口泣符qr:到する丸太の平均良材磁を見るに何れの長さのものに於てもラiミ口

泣筏の大きくなるに従ひ平均質材11ft t寸漸次大きくなるのでJ毛の関係を岡上tc考察するに一定の

鎚イむを免しこ失地物iÎJ~方程式

v=α十 bD十 CD2

に依って示されるやうに認めた。

故に第 7去に示した資験値比依り

17=平均良材杭(立方尺皐{的、 D=末口直筏(寸単位)

として各材長加に常数 α1 b， ο，を最小自乗平均法~L依って求め夫々の長さの物に到する D と

V との関係数式(餓式)を示せば下の如くである。(抗議Z緊密店長三肝要?国語尾?芸
1 問、第 2 闘に於ても地方別に1認知jすべきや否やに付11今味して其の要を認めなかったの l
であるが本報告に招哉の岡国には複雑邦明になるを避けて地方別の印はなさなかった / 

6}ミ 4 寸物では V口 6.0453+ 0.5792 D十 0.0142 D2 ・.....・ a ・( 1 ) 

9 尺 6 寸物では Vロ 9.4706 十 0.9179 D 十 0.0236 D2......... ( 2 ) 

13 尺物では v= 18.7739 十 1.4726 D 十 0.0286 D2... …( 3 ) 

是等の数式に依って 5 分毎の末日泣係に釣する各材積を箆験数値とよ七絞すれば第 9 去に示す

如く ij安設の1E負が殆んと交互に現はれ共のlE負の計が存!一致するのを見る故に前記の各賞!~!式

は大関に於て多数丸太平均の Dvζ封ずる Vの関係を示すもりとして賢用上越営と認めるとと

が出来る。

;5(;1; 9 表(其の 1)

6 尺 4 寸物

米口[夜径 V一帯 vl
くラの

V 
、、 F

25 0.5982 0.5523 十 0.0459 十 8.3

3.0 0 , 7081 0.7197 -0.0116 -1.6 

3.5 0.9467 0.9155 十 0.0312 十 3.4

4.0 1 眉 1148 1.1397 -0.0249 -2.2 

4.5 1.4087 1.3923 十 0.0164 十1. 2



材 J討 結 ユ字 5:よ'_，ミ 1主;

6 Jミ 4 寸物

E長 v-vl Y 一、，-1
(が)

5.0 1.6374 1.6733 -0.0359 -2.1 

5.5 2.0083 1.9827 十 0.0256 十1. 3

6.0 2.3126 2.320ら -0.0079 -.0.3 

6.5 2.8112 2.6867 十 0.1245 十 4.6

7.0 2.8902 3.0813 -0.1911 -6.2 

7.5 3.4665 3.5043 -0.0378 1.1 

8.0 3.9692 3.9557 十 0.0135 十 0.3

8.5 4.4733 4.4355 十 0.0378 十 0.9

9.0 4.9374 4.9437 一 0.0063 -0.01 

9.5 ら .5249 5.4803 十 0.0446 斗 0.8

10.0 5.9938 6.0453 -0.0515 -0.9 

10.5 6.7373 6.6387 十 0.0986 十1. 5

11.0 7.0222 7.2605 -0.2383 -_">司...)令

11.5 7.1787 7.9107 -0.7320 -9.3 

12.0 8.7625 8.5893 十 0.1732 イァ 2.0

12.5 9.9128 9.2963 十 0.6165 十 6.6

13.0 

13.5 11.3529 10.7955 十 0.5574 十 5.2

14.0 11.4611 11.5877 -0.1266 -1.1 

14.5 12.0757 12.4083 -0.3326 -2.7 

15.0 

15.5 13.5691 14.1347 -0.5656 -40 

16.0 15.3226 15.0405 十 0.2821 十 1.9

16.5 

17.0 
‘S 

17.5 18.7857 17.9283 +0.8574 十 4.8

18.0 

18.5 

19.0 

19.5 21.1606 22.1763 -1.0157 -4.6 

20.0 

20.5 

21.0 

21.5 27.2410 26.8787 十 0.3623 十1. 3

-3.3779 
平均 十 0.2191

-0.2413 

ii(:; 9 表 2) 

9 尺 6 寸物

v-v' 
(財)

v' 

-17.4 

-10.2 



言。 第三十八蹴

9 尺 6 寸物

ラ矢口。寵経 民 材 積 算出材積 v-v' v-v' 
(財)

V 
可F

4.0 1.8273 1.8542 -0.0269 -1.5 

4.5 2.0773 2.2293 -0.1520 -6.8 

5.0 2.5642 2.6516 一 0.0874 ー・ 3.3

5.5 3,1294 3.1211 十 0.0083 十 0.3

6.0 3.6038 3.6378 一つ.0340 -0.9 

6.5 4.1881 4.2017 -0.0136 -0.3 

7.0 4.9733 4.8128 十 0.1605 十 3.3

7.5 5.4656 5.4711 -0.0055 -0.1 

8.0 6.2695 6.1766 十 0.0929 十1.5

8.5 7.1886 6.9293 十 0.2593 十 3.7

9.0 7.9227 7.7292 十 0.1935 十 2.5

9.5 8.7422 8.5763 +0.1659 十 1.9

10.0 9.7397 9.4706 十 0.2691 十 2.8

10.5 10.9115 10.4121 十 0.4994 十 4.8

11.0 11.1188 11.4008 -0.2820 -2.5 

11.5 12.7691 12.4367 • 0.3324 十2.7

12.0 12.9548 13,5198 一0.5650 -4.2 

12.5 13.8178 14.6501 -0.8323 -5.7 

13.0 15.8520 15.8276 十 0.0244 十 0.2

13.5 

14.0 

14.5 20.5126 19.6433 十 0.8693 十 4 .4

15.0 20.8997 21.0096 -0.1099 -0.5 

15.5 22.3591 22.4231 -0.0640 -0.3 

16.0 

16.5 25.3426 25.3917 -0.0491 -0.2 

17.0 26.6526 26.9468 -0.2942 -1.1 

~t ¥-2.8881 
平均(十0.2614

-0.1925 

第 9 ~受(其のめ

13 尺物

米口直径 長 材 穣 算出材積 v-v' v- 、'1' (タ!.;)
v /同，.L，.-f= r:::t ¥ ..1 1'-.，1..-壬ラr::t ¥. f~ω→ーラ Iゴ 1 可F

3.0 1.5459 1.5267 十 0.0192 十1.3

3.5 

4.0 2.6999 2.5285 十 0.1714 十 6.8

4.5 2.5399 3.1152 一0.5753 吋 18.5

5.0 3.9698 3.7590 十 0.2108 十 5.6

5.5 4.8092 4.4600 +0.3492 十 7.8

6.0 5.6034 5.2181 十 0.3853 + 7.4 



末日夜経 立主

V 

6.5 6.2789 6.0334 

7.0 7.0628 6.9058 

7.5 7.8187 7.8354 

8.0 8.9575 8.8222 

8.5 10.1565 9.8661 

9.0 10.5287 10.9671 

9.5 11.8643 12.1254 

10.0 13 ,5609 13.3408 

10.5 14.9998 14.6133 

11.0 15.7269 15.9430 

11.5 16.8022 17.3299 

12.0 20.2146 18.7739 

12.5 19.0831 20.2751 

13.0 22.1924 21.8334 

13.5 23.5831 23.4489 

14.0 24.8304 25.1216 

14.5 26.7984 26.8514 

15.0 

15.5 30.6397 30.4825 

16.0 30.3637 32.3838 

16.5 

17.0 37.7706 36.3578 

17.5 38.8529 38.4306 

18.0 39.4565 40.5605 

18.5 

19.0 

19.5 

20.0 48.9450 49.6517 

20.5 

21.0 51.8483 54.5403 

21.5 

22.0 

定法

rゴミ

十 0.2455

十 0.1570

-0.0167 

十 0.1353

十 0.2904

-0.4384 

-0.2611 

十 0.2201

十 0.3865

-0.2161 

-0.5277 

十 1 .4407

-1.1920 

十 0.3590

十 0.1342

-0.2912 

-0.0530 

十 0.1572

-2.0201 

十七4128

十 0.4223

-1.1040 

-0.7067 

-2.6920 

計{十 10.0928
l-10.0943 

平均{::;;:;

v-vl 
(ガ)

v' 

十 4 1 

十 2.3

-0.2 

十T.5

+2.9 

-4.0 

-2.2 

十1. 6

十 2.6

-1.4 

-3.0 

十 7.7

-5.9 

十1. 6

十0.6

-1.2 

-0.2 

十 0.5

-6.2 

十 3.9

十 1.1

-2.7 

一1. 4

-0.5 

此の関係を一目依然たらしめる競走を箇i示すればtí~ 1 ，.第 2~ tí'}3 闘の虫11 くである。

市して前記関係数式(1)(2)(3) の常数を見る tζa， b, c 総て丸太の長さの長くなるに従って、



E設験試業林22 

6 尺 4 寸物

ザ
へJ
'

1
1
1
1
1
1
1
1
!
?
1
1
1
1
1
 

第 1 闘

ト一一一

30.0 

27.5 

・

25.0 
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ヰ寸

くなるの予知るお IJ.D ち長会事の常jJlì(/)fm[は丸太の長さ

るのも一方法と

として僅かに三磁の長さの物しかなUもので、是に依って rlli ;f:JR数式を求占うて夫を以って材

との関係を示す一般預向と君î倣すととは甚だ危険であるから此の方法は試みないと

ととした。又柄丸太としては本調査資料に掠った三1:ili:の長さの物カ~Jtの殆んど大部分を

れ以外の長さの物は特別のものとして極めて僅かにある丈であるから此の事からしても任意の

さの物におする常識:を求保数式を捺へる必要もないのでるる。

依って前認の数式 (1) (2) (3) 

した窓口ち 10 去の如くである。

り

第 10 表 制丸太材総裁

さ3リKオミ る丸太の平均良材積去を

丸太の長さ (j'ﾇ) 

2.0 
e ・ 0.187

2.5 12 "'0.187 I 18 

30 17 25 
-・・ 0.25
-・・ 0.25 22 32 

28 41 

4.5 I 0.1392 ・ IJ "'0.25 20 I o.空229 ・ I J… 0.50 35 50 

5.0 o 号731i(0.92) 43 I 0.3759 [, 61 
-・・ 0.50 "1.00 

5.5 O. ・ ・・・ 0.50 30 I 0.3121 ・ ・・ー1. 00 51 0.4460 ，:)"・1. 50 72 

6.0 i むa2321ii(033) 36 0.3638 ! � 60 ! O.521B 1) 85 
‘・・ 1 00 

ら.5 0.2687 ・}…1. 00 42 i 0.4202 ・・ "2.00 70 0.6033.j 1" ,3.00 98 

1.0 49 81 I なfiÇ)丹;) 1¥ 113 
..・ 3.50

1.5 .. ・ 3.50 92 I 0.7835 ・ i) ・・・ 5.00 128 

8.0 0.3956 104 0.8822 145 
-・ 5.00

-・・ 5.00 117 0.9B66 ..・ 7.00 162 

131 1.0961 181 
-・・ 9.00

9.5 -・ 650 145 .2125 -・ 9.00 2CO 

221 
-・・ 1 1. 00

176 I 1 ・ "1 1.00 242 
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京 ヲし 大 σ〉 :E122 ミ '0 (尺)

関

麗4翠
6.4 9.6 13.0 

費踊 最;:::;- 費用 * 
者向 費用 主"ヘ主エ 者a

寸
寝 越関後東五宝 開閉才 結 越関後東五玉 13訪問才 活 越開後閉玉玉 関西才

11.0 0.1201 121 1.1401 193 1.5943 265 
6.00 

11.5 0.7911 ・ -・・ 6.00 132 1.2437 ・ -・・ 9.50 210 1.7330 ・ ぃ 13.00 288 

12υ 0.85E9 |):(096 144 1.3520 228 1.8174 313 
7.00 

12.5 0.9296 ・ -・ 7 ‘00 156 1.4650 ・ 日 11 00 247 2.0275 ・ -・・ 15.00 338 

13.0 1.(032 169 1.5828 267 2.1833 365 
..・ 8.00

13.5 1.0796 ・ -・・ 8.00 182 1.7052 ・ 12.50 287 2.3449 ・ -・ 17.00 392 

14.0 1.1588 196 1.8324 308 2.5122 421 
9.00 

14..5 1.2408 -・・ 9.00 210 .1.9643 ・ -・ 14.00 330 2.6851' -・ 19.00 450 

15.0 1.3257 之25 2.1010 353 2.8638 481 
-・ 10.00 l):550 

15.5 1. 4135 ・ -・ 10.00 240 
" 

-・ 15.50 376 3.0483 ・ -・ 2 1. 00 512 

16.0 1.50H 256 2.3884 400 3.2384 545 
-・ 1 1. 00

16.5 1.5975 ・ -・ 1 1. 00 272 2.5392 ・ -・ 17.00 425 3.4342 ・ -・・23.00 578 

17.0 1.6937 289 2.6941 451 3.6358 613 
-・・ 12.00

17.5 1.7928 -・・ 12.00 306 2 町 8549 -・ 18.50 477 3.8431 ・ -・・ 25.00 648 

18.0 1.8948 1i <0.98co) 324 3.0199 504 4.0561 685 
-・・ 13.

18.5 1. 9996 ・ -・ 13.00 342 3.1896 ・ -・ 20.00 532 4.2748 ・ -・・ 27.00 722 

19.0 2.1072 361 3.3639 561 4.4992 761 

19.5 2.2176 ・ "14.00 380 3.5430 . "21.50 590 4.1293 ・ -・・ 29.00 800 

20.0 2 3303 l (~~9~~ 400 3.7269 620 4.9652 841 
-・・ 15.00

20.5 2.4471 . -・ 15.00 420 3.91)5 ・ -・・ 23.CO 651 5.2061 ・ -・ 3 1.00 882 

21.0 2.5661 441 4.1087 683 5.4540 925 
-・ 16.00

21.5 2.6879 ・ -・ 16.CO 462 4.30ô7 ・ -・・ 24.50 715 5.7070 ・ '''33.00 968 

22.0 2.8125 484 4.5094 748 5.9658 1013 
-・ 17.00

22.5 2.9400 ・ -・ 17.00 506 4.7168- -・・ 26.00 782 6.2302 ・ -・・ 35.00 1058 
」一一一一一一一

23.0 3.0704 529 4.9290 817 f�.5003 1105-
-・ 18.00

23.5 3.2036 ・ -・・ 18.00 552 5.1458 ・ -・・ 27.50 852 6.7162 ・ -・・ 37.00 1152 

24.0 576 888 7.0533 120l 

24.5 -・ 19.00 600 -・・・29.00 925 7.3451 ・ -・・ 39.00 1250 

25.0 625 963 1.f381 1301 

25.5 650 ー '''30.50 1001 1.93E8 ・ -・・4 1.00 1352 
一一一

備考 ( 1 ) 本表に示す宋口直径は一同部捨法、即ち末口に於ける長短雨径を分車位迄測り之を
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ノ!'-J{う L J 1: ハツ!サ;::J ÚI't(三万全行 5

(2) II 段以外の各こ示

( 3) 3 

(4) 

(5 ) 従って上記の~1]台も今少し小さくたる。

( 6 ) 間四れ才教も亦測定訟の関係に依り今少しく小さくなるのが主活である。

!l'} 10 去に示した材誌は11司々の丸太に付き正椛lこ材訟を示すものでないととは論を侠たない

応で多数丸太の求口泣慌に討する平均R材約を示 L たもので、あどJから事業行上多数丸太の材

私立jÈVC使用して利である。

J!H 

(程{CJ.1趨)

おí'} 10 去に附詑した参)f日ミは末日泣係 5 分勾IL (5 分以下切J公〉分類された丸太の示す平均

良材肢が従来慣行されてゐる越後三k.... 関東=.K b 同北限の才;賓として凡そ如何釈に常るか左参

ゴラ迄に近似!認〔を示したものである。

越後三巨は前にたll;ぺk:~n ぐ長1\f~m1恨の干:1t)で寸以下切J合にしてゐるから(!l'}2 表参Jlの例へば

越後の測定訟に依り末日 6 寸物 ~t本去の末口 6 す及 6 寸 5 分の物の前方lこ常る gpJl:平均111;[![， '}1;:; 

ろと宥{}fiJI:して控支ない。

ずり/ζ関東3~ なに述べた如く京仁J lìst1五俸を採ってゐろので本調在とは調ヂモ法がg~るので比較

が同倒であるも走が正時の上[::i!r交は別法l亡研究を嬰ずるので此底ーには者11許するととにするが、I1fと

?な保と:閉廷雨係平均との惑を考へないとと lとすれば悶京王はお~} 3 去に示した如く例へば 6 寸物

の平均の民の泣符はる寸 7 分 5 位であるから木前夜に於けろ 6 寸 5 分物 (5 分以--F-切扮して

あるから多数平均の民のÏ!Ï筏は 6 寸 7 分 5 JJ引なになる)

みに伏ったものと長短wj俸の平均に伏ったものと

数値t:t今少し小さくならねばならない。

Eえに i期間地方の才の測定法も T1むこ]2]1べた如く末口 !C於げる長短W-~俸を染け合せるのであるか

ら比較のおめには別法に研究を史:するが長短i刊行店衆け合せた践と長短雨僚の平均他をFf乗し

るととになるもイf1_しï1"Û前日の?旺{~~~の

を考へれば第 10 去に示した!~M~lt去の

たもiiとの税誌を考へないととにすれば大概の北l肢は 1I 1I来るも {11 L~-tのこ稲の計算rc方さでは?;?に

(α × 

の閥係があるので第 10 したニナ3誌は今少し小さくなるべきである。

見るには例へばオミ口 6 ，J-の)Vj'に於て

関東:::1ミ 1 0.2 ら，87 干i

故後五
2 

ェ 0.2504 干{
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共比!d:
0.2504 

=0.93 

となるも但し前tC述べた如く関東玉の 1 ::1:は 0.2687 石上り幾分大であるべきでるるから此)怠

に求めた比 0.93 は今少し小さくなる筈である。

市して是と同じ計算に依って犬々の比を求むれば底筏の大となるに従って共の比は小さくな

るのを知る(第 10 表 3 関目指弧内の数佑.参照)是は理論的に営然であるから丸太の泣径花関

係なく

関東玉数=越後五数XO.8

の関係を認めるととは出来ない。

是等の良材積の石、関東玉、越後玉、関西才の相互間の関係に就て疋椛なる研究を試みたい

のであるが木研究は桁言民連ぺた如く資問柄丸太材積表調製に直進しJ止に附随すーる各1廷の研究

は設に殺さないととにしたので、あり叉金図一野に石単位を以って取扱ふゃう Iこなれば夫等相互

間の関係は不用にたるので、此虎には簡便法に依り近旬、官立を求めるに止めたので、ある必要あら

ば後日機合を符・て試みるととに設し皮い。

[ 3 J 楠の囲ツ割材材積算定法

~;f司の問ツ劉材は取引数量は少いが是も桐材材積算定訟の一部として研究を切望されたもので

ある。四ツ制材は個々の物の形が害Ijり方に依って著しく異るので(馬民共の 7 参照〉是等個々

ti't 4 鼠 i 符園が其の長手r(r .短勅に~'J し 450

を侍す直交朝iに依って切られた場合

5 

え

Z三.

v 

α 口 10 す、 b口8.0 寸とすれば三角及額分に

依り C口dロom=M~=ot=ρ=8.835 寸

8=35.814 平方寸

大きい方の面積は."・・・・・・α Xc

小さいブゴの面積ほ…… ...bx ♂

のものに就き簡単の測定法に依って民4オ積に

近似の位を得る方法に就いて研究の結果今岡

資料を符.た 3 尺 2 寸物に謝して(四ケ割物と

しては此の長さのものが最も多い〉和満足!日

来る結論に到建し得たので本年 1 月後行の林

業試験議報第 51 放に共の詳細を殻哀したの

で此庭には共の要領中主たるものと結論のみ

を述ぺるとととする。

丸太の断面が国と者徹されるものに就ては

問題はないが搭鼠と器撤し得る丸太を!現ツ討

する場合に於て藍交ずる切り軸の方向に依っ

て四ツ割された個々のものに就て見れば非常

に肥身の分と病身の分とが出来るぐ弱震共の‘

7 参JIのの
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U:}4[品11こ於ける Offi. さ Q!1 't; c の求め方 I'ì

(;- イ11.し θ コ
(l 

lこ伏って求められるの

今 α=10 寸. b::コ 8 寸/ど{()))1コ O コ 45 0

とすれば cos () = 1 であ乙から

Jブ〉式を計算:すれば

c=8.835 寸とたる。

2. 

オくにU:}4 悶ι於けと仰1)1， Qf1 S 
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点
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;fG710吋と[ ;;;;73 と泣くの
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。=45 0 • • • t((n () = 1 

依って fαny= 1.25 

y コ 51 0 20'毎日03 0

π : x= 1800
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m
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一

放に此の四ツ害11の大きい方の分のE訪問積

mote口 35.814 口寸'X2 コ 71.628 口寸命

すくに此の四ツ制材のノj、さい方の分の陸rr間積 mo'ul の詰i積は

此のJ惰医I (長軸 20 寸、妓i踊 16寸つの蔚[積の 4 分の l

邸ち eoq ロ 62.8~2 口寸であるから

moq=coq-S=27.018 口寸A

movq = 27.018 口寸'X2=54.036 口寸a

以上のやうな計算訟に依り割りがiiの直交1Mlの交黒l~が格闘の中心と一致した場合及一致せやし

て一方に侃りたる場合に於いて共の直交軸を任意の方向に廻した各種の場合に於ける末日断間

積を計算比較した。市してお良(共の 7) に見る如く犬々形を具にする個々のものK就き夫が

良材積算出の161子として趨Æの断面j積算出の矯めには犬々の末口氏針し如何なる測定法に依る

べきかを研:究し後に述べる如き結論に到遼した。

但し以上述べた方法は根本氏於て末口自乗法を是認してゐるものである。然るにruなに丸太材

積算定法fL於て地べた如く末口自来法は丸太の長さに依り夫々或範簡の米口夜径の丸太には趨

合するも夫上り末口車径小なるものに到しては過小の位を興へ夫より末口直径大たるものに$t

しでは過大の値を興へるものであるからも此の四ツ割材に於ても同様の結果となるべきものと

思考されるのであるが今間資験した長さ 3 尺 2 寸、末口 5 寸 3 分以下の5資発料に釘して lは士林業試

験桑報第 5引l 披所所.戟の表に示した如く末口自来法の熔f用口として試みアたζ(:11此七の方法が畏材材‘積に近{似似引以‘ 

f値霞を興へ7たζので

問ツ制材としては 3 尺 2 寸寸A物が最も多く長物は砂νい、のでで、はあるが各長さのものf釘毎手手:Vに亡直筏(割

る前の〉大なるもの上り 4小、なるものに歪瓦E り各範関の3資完料Iに亡付寵寵‘験すれば丸太民於けると向様材

長別に底径に関係して非直線的函数として礎化ずべきものと考へられるq
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(生〕結論

1. 桐丸太の良材税は末口の短径よりも末口の長短平均の符~V[関係が総接である。

2. 末口直1~~の白菜l乙材長を乗じて求めろ所前末日自乗訟は丸太の良材肢を求める方法とし

て;直営でない。

3. rnJ一長さを有する丸太の良材Tliは末口泣筏花関係、して一定の挺化を1.0し Vロ α 十 bD 十

cD~ (1ft し v=材誌も Dコオミ口 üï1-'íO の関係式に依って示される。

材杭 V を立方尺単位、米口喧傑 D を寸単位とし丸太の長さ別に資!~~11立を月一jひ最小臼梁平均

法vこ依って前記関係式の常数 α， b, c を求めると

6 尺 4 寸物に於て Id: V=6.0453 十 0.5792 D十 0.0142 D2 

9 尺 6 寸物に於ては V=9.4706+0.9179 D十0.0236D2 

13 尺物に於ては v= 18.7739 十 1 .4726 D十 0.0286 D2 

の数式を得た白

是等の数式に依って~~:I-H した材肢は犬々共の直筏階の平均良材肢に釘し良く一致するのでj二

記の数式は丸太の末口直筏VC封ずる材肢を示ずに;自営なろものと認、めたので是1'[依ってt(HO去

に示す桐丸太材積表(宮町表〉を調製した。

4. 関i商形が格問と者倣される長さ 3 尺 2 寸 (V.9 ツ割ずる前の丸太のオミ口店街 5 寸 3 分以下

の物)の丸太が任意の方向を採る直交qiff! tC依って問ツ制された割材の末口 l乙於て

ι 

a 

も

仏

害IJ間の長筏を α. 

割問の短筏~~ b. 

制角]万から)司法に五る筏の rll最長

或 Id:最短のものをふ

害i閑‘の官?角(直角〉をこ等分すろ rl:1央俸を c' とすれば

( 1 ) 左闘に示す如く

αくc>九
)の関係にある場合は

或は α>cくb'

j与の材ぢ{ v=bXcXl 

或はり口bXc'>く f

に依って求めるを溺常とする。但し賢行i亡常りては最長或Id:最短{黙の c を授すより 11 1央傑 e'

E測定する方が簡便で、迅速に出来る。

従来業者の聞に行ほれ居る方法は

のおα xbXl



:12 

a 

v= α XbXl 

lこ依って求め得る。

林業試験報告 泊三脚卜八liL~

であろからJ-ji[，i!の J子う tr.1J~身の材と {(Jこ身J)材と川寸リFl等しく

たる諒で不合羽!である。

(2) 左!品Hc示す如く

α>c>b の関係 lζ あえ;J訪合 I，j:

昭和1 17 (r l~ 1 月稿


